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平成4年に実施された宇宙実験・衛星に係る開発結果の評価について

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミら　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成5年4月16日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　宇宙開発委員会技術評価部会

　宇宙開発委員会技術評価部会は、平成4年に行われた以下の宇宙実験・衛星に
係る開発結果を評価ずるために必要な技術的事項について、平成5年3月4日以

来、調査審議を行ってきたが、このたびその結果をとりまとめたので報告する。

＠；璽　　1．平成4年1月22日～1月31日宇宙三三事業団が参加した、第1次国際微小

　　　　　　　重力実験室（IML－1）搭載実験

　　　　　IL，平成4年31月24、日～’4月3白文部省宇宙科学研究所が国際協力により実施
　　　　　　　した実施の舌早痂速装置を用いた宇宙科学実験（S’EPAC）

　　　　　lll．平成4年9月／2日～9月’20日宇宙開発事業団が国際協力により実施した

　　　　　　　第一次材料実験（FMPT＞

lv・ Q鮒誰無難学研究所が国際協力によ聯上げ癒

　　　　　　なお、平成4年2月11日に宇宙開発事業団が行ったH－1ロケット《’2段式）
④　　＠）　による地球資源衛星1号（JERS－1）の打上げ結果については・平成4年1

　　　　　1月13旧に技術評価部会報告書を取りまとめている。
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1．第1友国際微小重力実響町（IML－1）搭載実験、粒子加速装置を用いた

』宇宙科学実験（SEPAC）、第一次材料実験（FMPT）、及び磁気圏観測
衛星（GEOTAIL）に係る、開発結果の評価に関する審議について
　　’（平成5年を月24日　宇宙開発委員会決定）一L「一一一一門一一品一一一112‘

2．宇宙二四委員会技術評価部会構i成員一一一一一一一一一一一一7一一一一一一一一一一1r3

「
ξ
　
「
き
　
ー
レ

　
ー
ー
し

　
　
重
｝
一
夢
臣

　
　
　
レ

　
　
　
　
一
‘
…
｝
［



h　
穫

　
　
三
日
転

　
　
　
，
實

琵

一一．一甕樋翻、。
＼

　　　　　　　　　　　　　1　　　　㌔

丁．宇宙実験の概要
p〈1）　目白勺　、

　　今回の実験は、』宇宙環境利用技術の基盤整備の』環として、宇宙実験に必

　要な技術の開発、蓄積牽図るとともに、これに続く第』次材料実験などの国
　　際・協力／国際共同作業を必要とす．る計画の実施に向けて経験の蓄積牽図るこ

　　とを目的としたものである。
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（2）IML－tの概要
　　国際微小重：力実験室は、米国航空宇宙局（NASA）がスペースシャトル
／スペ÷スラブの飛行機会を提供し、丁各国が実験装置を提供することで、・各

，国共同で微小重力環境等でφ材料やライフサイエンス関係の実験牽行うもの

　であ’る。

　　lML二1は、最初の国際微小重力実験室計画で昂り、米国、欧州、．カォ
　ダ、：日本等1、」か国から提案された結晶成長や細胞培養等の43テーマの実

　験が行われた。㌦
　　この中で、1我が国はぐ宇宙開発事業団が有機結晶成長装置及び宇宙放射線

モニタリング装置による2テ戸マの実験を行った・　　　　τ一　　　　・

（3＞搭載実験装置の概要『

　（ア）：有機結晶成長装置辱（図L－1）

　　　有機結晶成長装置は、2個の実験セル’（有機結昂成長セル）から構球ざ

醤のうう1醐外聯の微｛1興銀サる騨騨㌍
　　、各実験ゼルば1、2つの隔壁により3室に分かれており、両端の2室には
　　ドナー溶液llアクセプタ湾渡が入っており1隔壁を開くことによ冒り両溶液・

　bが中央の反応室に拡散し・・重機縮晶が嘩景するよう｛ζなって1いる。、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　罰　t

　（イ）宇宙放射絵モニタリング装置て図卜「2）　・∴　　　’　、∬　　　’

　　　宇宙放射線モニタリング装置はぐ微生物胞子く植物種子、動鞠三等を放
　　射線検出材に固定積層し、・宇宙放射線に被曝させるものである6また、放

　　射線検出材は宇宙放射線φ飛跡及び強度に関するデータを取得するζ・とが

（4）・実験実施までの経過’

　（ア）実験準備悩1曽3）
　　　　宇宙欄発事業団が提供する実験装置のうちく，’有機結晶成長装置に⇒い・

　　・ては平成2年1月に輸送及ゲ輸送後め点検を行い、同年2月1日にNA’
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　』　　　　1・，』　　　　　l
SAに引き渡され継た、・言言三線モ吻シグ装直にういては1⊥

　同年2月に輸送及び輸送後の点検を行いく同年3月一1日にN〈SAに引　　■
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く

響翫AS入主体の組立整備作業憎く行われたが謂あ保年三…

　の関係から、有機結晶成長装置については平成3年11月ケネディ宇宙、　　レ

　センターにて試料を収納した。また、・宇冑放射線モ；タリング装置につ　　　1
　いては、一旦装置を躰に返送し、同年口月に試料を収納し・、112月　｝

　　2日に再度NASAに引き渡された後、・スペースラブに搭載された（図　　■．一

　　1－4参照）。　　　　　　　　　　　　　　　｝

（イ）打 ﾓ弩樽難を搭載したスペースシャトル「ディス図画号…1

　　は、雷の発生が予想されたことから予定より丁時間遅延したものの・平、　i
　成4年1月22回忌3時53分（日本時間園以下同じ）・米国のケネデ　　　1

イ宇宙センターから打ち上げられた。

　　打上げ時刻：、平成4年1月’22日　23時53分’（日本時間）

　　打上げ場所：米航空宇宙局ケネディ宇宙センター

　　　　　　　　（米国フロリダ州）

　　天唱候：晴、北東の旧約5m／秒

　「ディスカバリ」，は、打上げ後約40牙後には軌道修正用のエンジン
を噴射し所定の軌道に投入された。　「ディスカバリ」の飛行計画と結果

・は下表の通りである。

飛行計画・ 飛行結果

打上げ日時 1992年1月22日、
Q2時53分

1992年1月22日
Q3時53分

打上げ地点 ケネディ宇宙センター
i米フロリダ州）

同　左

軌道高度 約30Qkm・ 同　左

飛行時間 7日1時間12分 8日1時間14分

着陸地 　　　　’hライデン飛行研究施設
i米カリフォルニア州）

・「　　　　同　左’

着陸日時L 1992年1月30日
O時Q5分

1．992年」月3f目1時07分

醗⑱

醗⑳

一2一

　打上げ2時間10分後、スペースラブの起動が行われ、lML－1“の各回’

験が開窓された。　　　　、　　　　　．　，

　なお、　「ディスカバリ」の状態も良好であり、宇宙実験の科学的成果を充

実させる目的で、飛行期間が当初の予定ホり1日延長された。

2．飛行中の実験結果及び分析　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　・

　（D・実験結果の概要、　　　　　．　，　　　、　　　・　・　　、　　一

　　　1》L：」1の実験は・宇宙開発事業団（P2実験を含み全般的に順調に行わ・

　　れた。1，

　　　有機結晶成長装置は、打上げ5時間27分後にバルブが開栓され・実験が
　　開始され、打上げ7日10時間14分後にバルブが旧記さ弗実験を終了した。

　　　宇宙放射線モニタリング装置は、打上げ9時間25分後に所定の場所に設1
　　置され、打上げ7日9時間36分後に収納され、実験を終了した。

の実験結果及び分析結果
．（ア1有機結晶成長装置

　　今回の実験では、約7日4時間47分間、微小重力環境下で結晶成長を

　　行った。

　　　試料分析の結果地上実験と比較して短時間で結晶カギ成長することが確
　　認され、また、2種類の結晶成長セルで成長した結晶から・制振効果が認

　　められる等、有機結晶成長装置は正常に機能したことが確認された。

《イ）宇宙放射線モニタリング装置　　　　　　、、　　1　＼

　　今回の実験では、約7日11分間、スペースラブ内の所定の場所に設茸
　され、飛来する宇宙線についてのデータを収集したぴ　『　　二

　　試料分析の結果、．生物試料及び放射線検出材による宇宙線検出効果は、、

　ほぼ予想レた通りのものであることが認められる等・宇宙放射線モニタリ

　ング装置は正常に機能したことが確認された。

＼
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、有機結晶成長装置は、2個め実験セルて有機結晶成長セル）かう構成

され、そのうち1個には外部からφ微小振動を減衰させる機能が付加

とされている。　，　　　　　　　＼　　　　、

各実巌ゼルの内部は、’2つの隔壁により3室（A、B、　C）に分かれ

ており、各室1ま湾媒で満たされ、両端の2室A、Cにはそれぞれドナ
ー物質、1・ナクセプタ』物質が入ってい「る。ドナ「物質・アクセプター

勃賓が中央の反応室弓に拡＝融レ、そこで忙学反応が生じることによっ

1て有機結晶が成長するものである。’　　　　　　　　一　　ζ

装置の機能概要

1：　●
1　　　　　　．

宇宙放射線モニタリング装置は、微生物胞子、
植物種子・（トウモpコシ）及び動物卵P（豊年工“

ビ）など牽放射線検串材に固定積層して宇宙放
射線に被曝させる。．5　　　．　　1

また》敢射線検字材は宇宙放射線め飛跡、強度
に関するデー汐を取得できる。
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（D唱的　　　　　　　　・　　㌧　　　　i　　　今回の実験は・プラズマ及び電子ビームを放射することにより・オーロラー

　　9）発光機構プラズマ中の荷電粒子の運動及グ素望波動の励起等を解明する　　レ

　　ことを目的としたものである。　、　・　、　　　　　　　　　　　　　　　　｝
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

　（2）粒子加速装置を用いた宇宙科学実験（SEPAC）の概要　　　　　　　　　　｝
　　　指南の、SEPACは、文部省宇宙科学研究所が、スペ甲ズシャトルを利用　　’1、

　　して、大電力電芋ビーム放射による人主オーロラ実験等を行うとと’もに、電　　｝

　　子ビームを底周波で変調し、地上においてそれを観測するための実験であるr　；

　　　なお、夫電力電子ビーム放射実験は、昭和58年に日米’協力実験としでス　　；

　’ペーズラプー1号計画で予定されたが・電子銃の電源系の不具合により実施　1、

　　出来なかったもの謙り・今回は醸験として行やれたものである・、　㈱

　（3）搭：載実験装置の概要

　　　実験装置は、電華船、電源、、各種計測装置、プラズマ発生装置、、制御装置

　　等から構成されておりζこのうち電子銃、電源、各種計測装甲を宇宙科学研
　　究所が蘭発し、その他を米航空宇宙局（NASA）が提供した（図ll－1及

　　、び図II－2）ρ

　　　また、大電力電子ビーム放射を行う際、ス！ζ一スシャトル周辺に存在する
　　プラズマ中6電：子を収葉ザるたあ、球状電極、中性ガス発生装置等が装備ざ

　　れている。

　　　とれらの三三により、6．㍉25keV・11．2A（7．5kW）の電子ビ
　　Lムの放射が可能である6　　　　　　　’
　　一なお1・本装置は、スベースラプー1号実験の際に使用されたものを、」部

　　改修したものであるため、大部分の時運ば製造器13年を経過している。

　（4γ実騨実施までめ絡過、ヨ　，　㌧『、　ゴ　一　　　　　　・　　．　’　1・、

ノ・ A，（アγ実験準備　　　　　　　　　　・　㌃ゴ　　　　・　篭一
　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　な

　　　　実験装置は、．スペ≒スラブー1号実験後、一部改修され・昭租59年か

　　　、ら61年にかけそ再実験の準備が句われたが・スペースシ㌔トルの一連の

　　・、液体黒門漏れに起因する打上げ計画φ早直しの影響を受！：ち三和51年以・

　　　降数回にわた6て打上げが葎期された・

　　　ノ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　（イ）打上げ経過及び結菓　　．　、　1、　，．／　　＿1　－　1　　　、

　。じ、SEPAC装置を搭載したスペ』スシャトル「アトランティズ」号は∫
　　　平成4年3月24日22時13，分（日本時間、以下同U）、・．米国のケ．ネデー

　　　イ宇宙センタ「から打ち上げられた6＼　　・　　l　　　l∫、1、
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　　打上げ時刻「：平成4年3月24日・22時13分（日本時間）
　　打上げ場所：米航空宇宙局ケネディ宇宙セ三園ー．　　「卜1　　乱

　　　　　　　　　（米国フロリダ州）㌧

　　天候　　：晴

　　気温　ビ20度

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　ロギ　「アトランティス」は、打上げ後身40分後にば軌道修正用のエンジン
を噴射し所定の軌道に投入された。　「アトランティス」の飛行計画と結果

rは下表の通りである。

．飛行計画， 飛行結果

打上げ日豊 平成4年3月23日
Q2時10分

　　　　　　　　　、l平成4年3月・24臼　、22時13分

打上げ地点 ゲネディ宇宙センター・
i米フロリダ州）

同　左F

軌道高度 295km、 同　左・、

飛行時間 ’8日22蒔間1ゆ分 9日22時間1Q三
二陸地

ケネディ宇宙センター、（米フロリダ州）

同　左

着陸日時’ 平成4年4月1日
Q0時♀0分・

平成4年4均3田20塒23分

　　　　打上げ3時．間80分後かう電池の充電が開始され、・約16時間30分後・

　　　嫡直壁曙獅子勘ソードのアクティ㌻セヨ瑚勉

　　　そ・（b後乱大電力電子ピー4の放射等の実騨が実施されたρ

2．飛行中の実験結果及び分析
　（D実験結果一　　　　』，　＼

の毫難講親1時剛℃・ま禍ヤe距0βA．㈹）
　　　続いて3月2’β日20、時3Q秀が与27日3時にがけで・’最大串力である・

　　　3月26．日r5時3’q分より15時3、碕まで・・昨上空で二子ビ』ムア
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ンテナによる低周波電波旅射実験が実施され・札幌導郊など6か所での地上

観測が行われた。

　、これによって、　　　　　、　、　・　，　1，
《ア）．大出力電子ビーム放射の確認
（イ）人工オーロラの生成笈びスペースシャトルからの襯測

（ウ）電子ビームを変調して長いアンテナとして用いた低周波電波の放射実験

　　及び地上での緯測
は、一 ¥定通り行われた。　　　　　　　・、　　　 　　一　　・

　ただし、低周波電波隷射実験については・スペースシャトルからの電波の

放射は行われたが、地上での受信は認められなかった。これは・理論的に予

測される受信レベルに大きな幅があり、受信が可能かどうかを含めて実施さ

れたものである6
　その後、人エオーロラ実験やプラズマ実験など各種の実験がさらに行われ

たが、3月27日米函上空での低周波電波放射実験中に・電池から高圧電源

に過剰な電力が流れ、安全ヒューズが溶断して実験が中断した・’

（2）電源系の不具合
（ア） ﾛ三食二三5隔子ビーム綿、た底三田三身灘が開始さ

㌧鍵沖融瀦禦捧正欝源蔀ρ願が低下し’三口

　　　　（イ）併靱三田隷麟宅たところ、電源に設置ざれてい

　　　　たヒューズが溶断していることが判明した。’このヒューズを正常なものに

　　　　交換し点検したところ、特に異常は明い出ざれなかつ左。
　　　　　　したがって、何らかの理由により瞬間的に大電流が流れ・ヒューズが溶

　　　　’断したこどにより電子ビームの放出が停止したものと推定された。．

　　　1施二義総総こ郵懲耀童蜜講罷そ含幽晦

．．

@置内寸つのサイリズタが通弧し易くなっており・これlrより輝訓蒙
　　　　　れたものと推定される。　　　　　　　　　　　，　　　　㌃
　　　　　　また滴圧電原は、ヒューズの溶断に至る煎に保護回路が作動するよう

　　　　、になっていたが、帰一後不具合が再現しないこと1，目視二三から・二軍等に

　　　　　よる機器表面上の異常が発見出来なかつ孝ことから寸今何の不具合は・通

　　一二が越っ塒に保護回蹄正常1こ機能しなかつ燭の雛定さ歓（男ll

　　　　　添1参照）・。
　　　　　　恋心路が動作しな回忌因につし監構卸試験で三巴回し
　　　　　ていることから、一一過性のものであり・

　　　　　　・、保護回路の素子そのものが劣化してい左こと、　　　　／　　、．

　　　　　　　　　　　　　　／

一10一
－

　・保護回路またはインターフェースユニットの制御ラインに大きなパル

　　ス雑音が入ったこと

が原因として考えられた・特に前者については、本装置は製造から、13年

を経ていることや、　「異常がなければ出来るだけそのままで使用する」と
・いう方針等により再実験が実施されたことト ｩら、可能性が高いと考えられ
た。　　　　　　　　・

　なお・電源装置については・当時まだゲートター／ンオフサイリ不夕（G

TO）の実績があまりなかったことからサイリスタを採用したものである
が、現在ではGTOの使用が一般的でかつ信頼性が高い回路が設計出来る。
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lH．第一次材料実験（FMPT）に係る開発結果1

一一一一一一一?n醤．

1．宇宙実験の概要
　（D目的　　　　一
　　　FMPTはスペースシャトルに我が国の科学技術者が搭乗し、宇宙空間の
　　特性を利用した材料実験等を行うこととしたもので・ζれにより・宇宙実験

　　技術及び有人宇宙技術の修得を行うことを目的としたものである。

（2）第一次材料実験（FMPT）の概要
　　FMP、Tは、宇宙開発事業団が、米国航空宇宙局のスペースシャトル／スー

べ＿ズラブを使用して宇宙空間の特性を利用した材料関係22テーマ・ライ

　フサイェンス関係12テ「マの実験及び日本人の写照科学技術者（PS）の’

健康管理データの取得を行ったものである。
　　実駐操作は、主として日本人PSが行うが、日本人PSの作業量を超える

部分については、NASAのミッションスペシャ・リスト（MS）等によって

　実験が行われた。

　　実験装置及び実験進捗状況の監視、日本人PS、MS等に対する連絡、実
験データの取勲等の実験運用に関する管制は、’マーシ帝ル宇宙飛行センター

　1（MS－F6）内の実験運用管制所．（POCC）において宇宙開発事業団によ

　りNASAの支援を得て実施された。　　　’
　　なお、実験は、予め定められた計画・手順に基づいて行うがぐこれにより1

　実施することが困難な状況が生じた場合には・軽微な不具合等についてはP

　OCCの指宗により、　PS、　MS等（わ判断または所定⑱緊急手順により処置
　し、実験スケジュール、スペースシャトルのリソース（電力等）に大幅な変

融欝愈駿ε犠鯉辞に開肇声れるNASA÷の調獅

（3＞搭載実験装置の概要　　　　　　　　　　　　　　　，い
　　実験装置としては、．材料副帥系11装置、ライフサイ手ンス琴平系9装置

　及びその他実験補助装置が搭載された。
　　搭載；装置、概要図及びスペ「スラブの主要諸元・環境は・表川一1～田一「

　3及び図III－1の通りである。’　　1　　　　・　　　　！
　　また、装置の概要等は、別製2の通りであるご

1（4）実験実施までの経過

　（ア）、実験装置の輸送、塔載準備

　　（a）実験装置のNASAへの搬入
　　　ライフサイエンス実験系の装置については平成2年9月6日にぐ材料曳

　　　験系装置については同9月26日に、米国NASAケネディ宇宙センタ，

　　乳一（KSC）に搬入された。
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㌧（b）実験装置の搭載準備

　搬入後、スペースシャトルd）一連の液体燃料漏れに起因する打上げ計画

1の見直しにより・FMP・Tの打上げが約14ヶ月延長され・FMPT搭
　載；実験装置はKSCにおいて一時保管されることとな？た。

　　平成3年1月から4月にかけてライフサイエンス実験系装置のフライ
　トラックへめ搭載作業が実施されたが、装置の保管が長期にわたるため、

　同9月に装置の保守点検及び寿命部品の交換が行われた。・

　　なお、スペースシャトル「エンデバー」号は、平成4年8月25回忌
　点へ移行された。　　　　　　　　　　　　　　　一　，

（c）生物試料の搭載準備

　平成4年7月下旬より、・実験研究者の参加を得て生物試料処理施設・

　（ハンガーL）において生物試料の調製作業及び実験機材の整備作業が

行われ、打上げの18時間前にスペースシャトルに搭載（レイトアクセス〉

　された。

　　なお、KSCにおける実験装置の整備状況は図lll「2の通りである。

（イ）実験運用シミュレーションへの参加

　平成4年1月から8月前かトけて、マーシャル宇宙飛行センター・において、
実験運用要員の宇宙開発事業団職員、研究者等によりぐ不具合が生じた場’

合への対応を含む実験運用シミュレーションが行われた。また、、こめ実験

運用シミユレニションに先卑ち日本国内で机上訓練等要員訓練が行われた飢

（ウ）日本人搭乗科学技術者の健康管理及び訓練

　（a）．日本人搭乗科学技術者の健康管理の経過　　　　ン

　　　NASAの規定に基づく1年1回のジョンソン宇宙センダー1（J＄C）
　　での医学検査の他、日本国内での医学検査、心理面接の実施等により日

　本人PSの健康管理が行われた。．
　　　打上げ．直前には、宇宙開発事業団の専門医が、NASAの専門’医の支

　援を行うことにより、日本人PSの健康状態がミッ，ション遂行に問題な一

　　いことが確認された。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼
　（b）搭乗員訓練
　　　搭乗員に対する訓線については、日本国内に海いで実験テーマ∫こつい・、

　　ての基礎知識、実験装置についての応用知識等の修得訓練にはじまり、

　琴験操作旧米搭乗員による合議1練がヰ成2年4肺でに実施された・
　　　その後：、！スペ』スシャトルの打上げ変更に伴い、平成3年から、NA

　　SAにおいて総合的な訓練が実施された。その主要な項目は次の逼りで

　　ある。　

懸テーマ毎即言鰍磯回称ケジユマレに沿つ聴
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．特定テーマを対象とサる熟達訓練及び実験試料を使用した操作訓練

・搭載実験装置のミヅションシーケンステストへの参加訓練・

・スペースシャトル／スペースラブ搭乗のための飛行準備囚縛

（エ）打上げ経過及び結果

　　FMPT実験装置を搭載した「エンデバー」は、平成4年9月42日2
　3時23分（日本時間、以下同じ）、KSCから打ち≠げらμたg

　」打上げ時刻：平成4年9月12日23時23分
　打上げ場所：米航空宇宙局ケネディ宇宙センタニ1（米国フロリダ州）

　　夫　　　候：晴、～北東の風約5髄m／秒

　　「エンデバー」は、打上げの約40分後には軌道修正用めエツジンを噴

射し、所定の軌道に投入された。飛行計画と結果は下表の通りである。
’また、　「手ンデバー」の搭乗員については、1日米7名が搭乗し、我が甲

からは、毛利．衛PSが搭乗した。なお、向井千秋バ・ックアップPS、

’土井　隆雄バックアップPSは、　POCCで実学支援を行っ孝。・

ノ

　
飛
行
計
画
’ 飛行結果

打上げ日時
平成4年9月12日．23時23分

平成4年9月12日
Q3時23分

「打上げ地点 ケネディ宇宙センタ曽（米領フコリダ州）
同左　［　　1

　　　　「O道高度 約300km 同左　・

上行時間， 6日2Q時10分 7日22時3－0．分

　、?､地 ケネディ宇宙センター
i米国フロリダ州）

同左

@　ノ　　　　㌧

?､日時
平成4年9月19日19時59分 平成4年9月20日

Q1時与3牙9
、

　「エシデバー」は、当初約二日間の飛行予定であったが、飛行期間を1

白延長し、約9日間の飛行後、・9月2・即塒53翁にκSqζ帰還9
た。
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2．飛行中の実験結果及び分析

　（D実験装置の稼働概要
　　、FMPT搭韓実験は・材料実験関係♀2テーマ・ライフザイエンズ実記関

　　係12テ「マの合計34テーマの実験と日本人PSの健康管理データの取得・
　　を、約7日間のスペ」ズシャトル飛行中に行うことを計画していたが、飛行・1

　　中のスペースシャトル／スペーズラブの電力等のリソースに余裕が生じたこ
　　とから、1日延長して約8日間にわたって予定した実験を実施した他、追加
　　ウ）実験等を行った。

　　　FMPT搭輩実験に係る実施計画と実績の概要は図lll－3に示す通りであ
　　る。

　　　当初計画と異なる主な点は、

　　　①材料実験の関係でNo．10ラックの水漏れのため、、NO．8ラックで実施で

　　　　　きる実験を前倒しで実施したこと、

　　　②飛行期間の1日延長に伴って追加の実験を行ったこと｛
　　で、、実験はほぼ順調に実施された。

　　　なお・水漏れは搭乗員と地上のPOCCとの連携により、＼乖行2日目に修，、

　　理された。　　　1

　（2）日本人搭乗科学者の実験操作及び健康管理　㌦、・

　　　FMPTの各実験は日本人PSを含むペイロードクルー4名が2名づっ1
　　2時間シフトに分かれ実施された。

　　　日本人PSの健康については、飛行中は24時間専門医によりモニタされ、

　　帰還後は，帰還直後、3日目、弓ゲ月後にそれぞれ所定の検査が行われ、良

　好な健康状態にあるこξが確認された。

、（3＞飛行中及び帰還後の実験研究者関連作業

　　転卵、培地の交換等のライフサイエンス系実験の一部については、生物試
　料処理施設（ハンガーL）において、・軌道上の温度及び湿度デ「タに合わせ

　・て、地上でめ対照実験が24時間体制で行われた。

　　また、材料実験系試料旧びライフサイエンス実験系試料は・帰還後に実験、

　内容に応じた条件により日本へ輸送し1平成5年2月9日までに順次実験研
　究者への引き渡しが行われた。

（4），実験結果の分析

　　FMPTめ実験装置としては・連続加熱攣電気炉く高温却圧型電気炉等の，

＝材料実験系11装、琿・．無担体電気泳動装置｛前摩機能実験装置等のライフサ

イエンス実験系9装置、その他実験補助装置が搭載された。－
　各装置等の稼働結果の分析、今後の計画への反映事項としては、表ll「一4

’製棄態幽暗甥全性を悶マつrぼ湯元欄r回るr
　　串た、今後の計画への反映事項等としての詳細な分析結果は別添3の通り

　　　　　　　　　　　　’＼　ご一17一
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である。　　　“　　　　　　　　　　　ノ、　　　’　　　　　　　・　　　　ド

　これらの実験装置の開発については、　　　　　　，　．1　，　ピ
．多数の機関から提案され、集約され孝実験テーマに対応した適切な実験シ

　ステムを開発すること、
．自主技術による有人宇宙実験技術め蓄積を図ること・　　　　　　　』
．多数の実験を効率的に行うため複数の実験テーマに共通して使用出来る実

　験装置を中心とすること、

等の基本方針により実施された。
　FMPTはこのような実験装置の開発の方針に基づいて、我が国として初
めて実施された本格的な有人宇宙実験であり、その結果から今後の宇宙実験

への反映すべき事項について計画のフエー噺ズに沿って示すと以下の通りであ

一る。P

（ブ）実験装置設計及び実験計画策定段階

　．安全性の確保等搭載二二求と実験テーマ・内容との適合性

　　　FMPTの実験装置の設計及び実験計画の策定に当．たっては、安全性

　　確保等の搭載性要求に対して適合させる必要があり・調整渾程において

　　実験要求、実験装置の設計見直し等が生じている。

　　　実験研究者の実験要求を実験装置の設計、運用に最大限反映していく

　1たあには、早い段階から安全性確保等の搭載性要求に係る条件の明確化

　　を図りつつ、実験研究者と調整を行うてい，くことが重要である。

．計画の進捗状況と実験テーマ、内容との適合性
　上述の安全性確保等の搭載性要求についての考慮に加えて・実験テー
マ、内容の設定に当たっては、実験研究者の実験要求を実験装置の設計・

運用に最大限反映するように努めるとともに、計画の進捗状況等を踏ま

えて、実施までの間においても可能な限り柔軟に対応し・実験研究者と

調整を行っていくことが重要である6

・予備実験による無重力環境下での基礎データの蓄積・
　濡れ性が原－因と推定される球結晶駅長実験装置の溶融試料の付着、液

滴マ≧ピュレーション実験装置の俳門切り離し時の操作性について・無

重力環境下での基礎データの不足によると考えられる三三が発生してい

　る。

　　これらの状況については、今後とも可能な限り落下塔、航空機等の簡

易微小重力実験手段を用いた予備実駐を行い無重力環境下でのデータの

蓄擬図り、黙装欝の仕搬実験計画の策定二三さ驚こと腫
．要である。・

・実験装置の運用の柔軟性の確保　　、　鵬　『　　’，一

章波三三や蘭マニピル」ション実験雑等にマいて帆地上で

　　　　　　　　　　　　　　一18一

γ晒

「　
｝

魯

十分な機能確認が原理的には困難であり、実験パラメータを精度よく確

定出来なかった。このような装置についてはぐ軌道上での実験パラメー

タの変更機能、1自動シーケンスのオーバーライド機能、保守性の改善等

により搭乗員等による臨機な対応が可能となるよう実験装置の設計時に㌧

酒己識することが重要である。

　また、装置の自動化を進めるに際してはテレオペレーションの援用等

．についても今後醍虚していくことが望まれる。　．　　　　　　　・

（イ）製作、検査及び試験の段階

　r効果的な品質管理
　　　FMPTの実験装置については、与圧環境下で稼動すること及び経済

　性の観点から、標則的には一般部品を用いて製作された。
　　　これらの実験装置の軌道上運用の結果としては、各装置の稼働が確認

　　されるとともに各案験が実施されたと認められる。
　　　しかしながら、装置の一部に例えば材料系冷却水切り替えバルブのロ

　　ックナットのゆるみ、イメージ炉のモータスティック、無担体電気泳動

　　装置の吸光度モニタ分離検出器受光部へのバッファ液の漏洩等の状況が　〆

　　生じた。このような状況を踏まえて、品質管理について実験の成否にク

　　リディカルと考えられる製造・組立工程を明確にし、これに重点を置い

　　て管理を行う等効果的に実施していくよう更に検討を進めることが重要

　　である6　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／
　　　また、、地上試験の実施、保管等の過程を考慮し、製作膨め段階を通じ

　　て装置の信頼性の確保に努めることが重要であるg

　・試料力「トリッジ等の試験、検査方法の改善
　　高温加圧型電気炉用試料カートリッジ、金属微粒子生成実臨幸章の実

　験球等の実験試料については製造品質の確認が構造的に甲難な場合があ1

　る。
　　　これらの試料カートリヅジ等については、設計上の工夫、宮造後の試

　駄検査方法の改善等潜在的な欠陥を防止するような方策について吏！ご

　検討を進めることが重要であるび

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　チ

（ウ）保管、保守点検・　　＼　　，　　　　　　　　　　　　　　ご

　・長期保管時の品質確保
　　　FMPTにおいては団実験装置の射場搬入後の打ギげ変三等により結
　果的には搬入後打上げまで約2年商を要することとなった。有機結晶成

　長実験装置の試料の変質、熱電式恒温恒湿保持装置の二二材の劣化等の

　　経験を踏享え、長期保管による実験試料等の性能劣化要因の抽出にあた

　　っては細心の注意を払うとともに、実験研究者と調整のうえ射場等にお

　　ける実験装置の保管、整備計画を設定することが重要である。　　／

　　　　　　　　　　　、、）　　　　　　　　　　　　　　　　　　5　　　　　　　　㌦　、
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●鷲照照：蕪鶴沼装置あスk一スシャトル嶢裁、

作業等により、実験装置め保守点検のためのアクセスに制約がある。今

回のこれらの制約下における整備作業の結果牽踏まえ・今後・ラック搭

載後の実義装置の点検、整備が容易に出来るように実験装置の設計に反

映すること及び実験内宕に齢した騨時其月等に配慮すること繹まれ

　る。　　　　　　　　　　　「

（エγ軌道上運用

　・搭乗員操作の確実性の確保
　　　FMPTにおいては、’軌道上で搭乗員が確実な操作を行うために、外

無難騰難論既誓罫員訓練を地キで行ってお，

　　　しかしながら、有機結晶成長実駿置の軌鍬で磯の開閉圃が出
　　来なかった例にも見られるように、軌道上での搭乗員の確実な操作の実

　　施のためにぱ、今後、搭乗員または地上運用要員が操作結即題出来
　　るよう装置の動作確認機構に配慮する必要があるρ
　　　また▽装置について、可能な限り自動化するものと搭乗員による高度

　　な操作を要するものとに分けること及び搭乗員操作を要するものについ
　　セは操作の容易性の向上を図るとともに装置毎の自動化の程度を実男手

　　順等に反映することにより渓験実施鐸難力確保されるよう検討し

　　ていくことが望まれる。

　　」地上支援体制
　　　FMPTでは、実験研究者の・協力を得て地上での運用支援体制の確保

　　を図り～材料実験系システム冷却永切り替えバルブの水漏れめ軌道戯話’

　　、復作業及びこれにともなう実験スケジュールの変更作業を順調に実施す

　　るこ・とが出来た。これらρ地上支援作業においては・実験明的に即応

も、　｝．した技術的判断が必要となるためぐ地上支援作業においても地上支援要

　　員の事前の十分な訓練と実験研究者の運用への参加が極めて有効であっ

　　・た蔓に、FMPTでは三人バックアップPSが軌道上の団員との連

　　絡にあたったことも含め、実験研究者と搭乗員との連携を十分に図るこ
　　　とが出来た。今後の宇宙実証の実施においても・「効果的な実騨実施のた

欝欝者騨乍畔雫1ζの漂擁の確保繕いく

　　　　　　　　　　　　ノ　覧ノ

　　　　　　　　　　　　．／　　　　㌃　、　b　　　、▼　・蔑、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド　1、　1　、　　　　1

　　　　　　　　　　　　　　　㌦一20一　　　　 ．　　　㌦『　　　　　，　1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’r　　　ド　　，　　1　　　　　　1
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，表lil－1　FMPT搭載実験装置と実験テーマ

装置名称 ，　　　　　実験テ占マ　　　　　　　　　’

（材料実験系）’
「

①連続加熱型電気炉 ・・ V超電導合金の溶製
・二種の溶融金属の相互拡散布よび凝固生成する合金

1 化合物の組織と構潭
・高剛性・超低密度炭素繊維／アルミ合金複合材料め

製造研究、

・無重力下におけるSi－A呂一Teデモルファス半 華

導体の製造
・無重力条件下における共晶系合金の凝固に関する研 1

究

②高温加圧型電気炉
　　、　　L
E複合脱酸した二二中の脱酸生成物の生成機構

・粒子分散型合金の作製

・液相焼結機構iの研究　　　　　　　　　　　　　　・

③温度勾配型電気炉
・狭バンドギャップ三元混晶半導体，国形テルル単結　　　　　　　　　　　　　　　　、

、

晶の無重力下における結晶成長　・
　　　　　　　　　　　　　　、E非混合合金系の凝固・成長に関する研究’，

・無重力環境下における化合柳半導体結晶の作製ぞ

（ln　Ga　Asの研究）

④イメージ炉
　　　　　　　　　　　　　　　　　　r
E無重力下における帯溶融法によるPbSnTe大型｝
単結晶の試作
1浮遊帯域溶融法による化合物半導体結晶の作製

・ガラスの高温挙動　　　　　　　　　　　’
・無重力下におけるサマルスカイトの合成

⑤音渡浮遊炉 ・非可視二二光学材料の研究

⑥三三マ・≒ピュレー 一・

ｹ波浮遊装置内での初野の挙動と音波干渉履歴の研・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

ション実験装置 究　　　　　　　　　　　　　　　　　尋

①球結晶成長実験

@装置

遍シリコン球結晶の成長とそめ表面酸化、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5

、’d
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名
称
＼

実験テーマ　　　　　　　　　、

　　　∫O三挙動実験装犀 ・温度勾配及び，超音波定常波のある場における泡の’

涛ｮの解明

⑨マランゴニ対流

@実験装置，

・鮭旧記の材料難過程におけるマランゴ照照の研究　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド

⑩金属撒粒子生成

@実験装置

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
E無重力下における気相金属凝結機構の研究

罵

⑪有機結晶成長

@実験装置

・無重力環境下における有機金属結晶の成長

　なお、実験補助装置として、データ記録ビデオシステム・35mmスチルカメ

ラを搭載’（ライフサイエンス系と共用）。’

、／

一22一

．一ﾟp斗馬

酬§

㊥睡1

装置名称 実験テーマ　　　　　　　　　’

．（ライフサイエンス 、

実験系）

①無担体電気泳動 ・生体成分の無重力下での電気泳動法による分離条件
装置 の確認

・フリーフロー電気泳動による細胞の分離

②前庭機能実験装置 ・無重力順応過程における視』前庭性姿勢・運動制御

の研究

③発光刺激実験シス
　　　　　　　　　｛E宇宙空間における視覚安定性の研究　　　　　　　1

テム ・無重力環境での知覚一動作機能の研究」「手動制御特
性の研究ゴ

④ハエ容器 ・HZ圧（高エネルギー重粒子放射線）および宇宙放
射線の遺伝的影響　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

⑤酵素結晶実験キッ

@ト　　　　　，

・無重力を利用した酵素の結晶成長

⑥卵ラック

@　　　一

凸・骨と軟骨の発生と成長に及ぼす無重力の影響

⑦細胞培養実験キッ ・哺乳類培養細胞の超亭亭i造と機能に及ぼす無重力の
ト 影響に関する研究　　　　　　　　　　　　・

⑧カビ成長箱 ・アカパンカビを用いた主日性リズムの研究

⑨宇宙放射線モニタ ・宇宙放射線の生物への影響の検討と宇宙飛行士の放
、リング装遣 射線防御対策の開発

＊尿モニタリング 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、E搭乗者の内分泌系の反応友び代謝変化，

装置（NASA
より借用）

’

　なお、実験補助装置とレて、赤外線テレメニタシステム、熱電式恒温恒湿保持
装置一（高温吊）、熱湯式恒温恒湿保持装置て低温用〉・〕3ちmmスチ、ル三三ラ・

冷蔵庫、身体機能測定装置ζ顕微鏡、デ：÷夕記録ビデオシステムを搭載
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表lll－2　スペースラブ6主要諸元

’

項 目

主
要
諸
・
元
・
機
能

コアモジュごル

　　　　　｛
実験モジュール

搭乗員
搭載ペイロード重量

搭載ペイロード容積

軌　　道

ミッション期間

再使用回数

供給電力

データ伝送

データ記録

内 容

4．加φ×2。7mL（ショートモジュール）、．　　　　，

4綴聖一ルを結合し、両端ドームをつけた全長約

　7：mのロシグモジュール1個ができる。）

1～4名

5，500kg

7．6～22㎡

　　　　　　　　　　　’

（1｝高　 度：185～535㎞
（2）軌道傾斜角：28．5。～104。

7～30日間

約50回

（1》平　　　均：3～4kW
②　ピ　一　ク：8kW．
（3）エネルギー：300kWH’

30～50MBPS

30MBPS（デ孝ジタル）
2．5MHz　（アナログ）
5．OMHz　（ビデオ）

表Ill－3　スペースラブの主要環境条件
’

項　　目
，　　　　　橿　　　略　　　値　　　　　　　　1

加　速　度
　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

ﾅ上げ時及び着陸時1：最：大3（3
O　道　上：10引G　　　　　　　　　　　　　　　｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　脚

振　　　動 カーゴベイ内（打上げ時のみ）：145dB騒音レベル
cWュール内（打上げ時のみ）：136dB嚢音レベル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

温　　　度

V

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、cWュール内：装置は、20～40℃に保たれている。
Lャビン内　　：ユ8～27℃　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぼ

汚　　　染

オービタ、スペ＿スラブ、実験麺から生じる．できる限りの低レ　　　　　　　　　　　　噂ベルまで減らすよう設計上予防簑がとられている。・
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材料実験系

（ラリクNo．IO）

ライフサイエンス実験系

（ラックNo．8）

　、
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①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨
⑩
⑪

　ヤ

組寮三略

　　　L1

・鯉鍵

（ラックNo．7）

　　一，、一♂．も③’j

o　艶③～婁
　　　蟻
　　　、　’◎
　　　　下底幽
　⊂Σ　　　　　　　　，

　　　　　　u　　　。

連続加熱型電気炉

高温加圧型軍気炉

温度勾配型電気炉

イメージ炉

音波浮遊炉

液滴マニヒ1ユレ。ション実験装置

球結晶成長実験装置

泡挙動実験装置

マランゴニ対流実験装置

金属微粒子生成実験装置

有機結晶実験装置　　　　　　’

’　図三一1
ノ

　　　、

！

、

こ田

く
O
O

＊1

①　無担体電気泳動装置　’

②前庭機能実験装置

③　刺激信号制御装置

③’赤外線テレメータ受信機

＊1　恒温恒湿保持装置（低温用）

＊2　恒温恒湿保持装置（高温用ン

（＊：実験補助装置）

　以下の装置はコンテナ等に搭載

④　ハエ容器

⑤酵素結晶実験ギソト

⑥　卵ラック

⑱　細胞培養実験キット

⑧　カビ成長箱

⑨宇宙放射線モニタリング装置

FM＼PT実験システムの概要図
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輸送後点検
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EGSE設置

@　MST
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dGSE設置

@　MST
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@＆　日本返送
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ハンガーしリバー■サル
胃（第2回）
1

’

　　　　　’eハンガーし生物試

試

　　料準備作業
?n上

斗後処理

i　　　　　・

c
1

●

．

注）　　鷲ST：　　ミッション　・

EGSE：　電気的地上支援装置
ｱτU：　マスター・

シーケンλ・テスト

^イミング・ユニ7ト
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、 1

＼
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、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

@　　　　　　’
昏
，

スがあったためと推定 ・i品度葦変重力σ）イ氏Σ威：イヒ　　　　　　　　　　㌧　　　、

　　　　　　　　　　’m　　　　’　　　　　　　　　慶 　　　　　　　’@　　　’
t

・温度均一性向上
●

，
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表lll－4　FMPT男験装置の搭載菊験稼動結果．（2／1’0）

一
ω
O
l

F　M　P　T実験装置 、

衣冠　・仕、腰 搭　　　での’　　術目標 稼動結果

温度勾配型電気炉　　一
概要：高温部最高1200℃、勾酉己60℃／cmの一　温度勾配加熱炉

ｷ度制御：プリプログラム制御ｩ
ト
リ
ッ
ジ
温
度
変
動
度
：
±
1
℃
以
内
試
料
潰
絆
：
超
音
皮
、
約
3
3
k
H
z
一
「
　
　
㌦

・プリプログラム温度缶1御方式
ﾌ実証・所定（窃昂度勾配を達成するた

ﾟのヒータ3分害ll方式による
ｷ度勾配形成機能の実証・温度変動を小さくすること・超音波試料三拝機能の実証

・i騰1脚は正常に実施・所定の温度勾配を実現・温度変動は仕様を満足・

E超音波試料樹半は正常に実施

@　　　　　　　　　，一

　　　　　　　　　　　　｛

撃lL－2：　（適用なし）

F宙ズテーション：勾配炉幽

@
．
・
最
高
温
度
の
向
上
・
温
度
勾
配
能
力
の
増
強
・
温
度
変
動
の
低
減
化
・
試
料
掻
絆
の
1
方
式
と
し
て
超
音
皮
撹
絆
を
　
今
後
検
討

イメージ炉
概要：，帯高畠法による結晶成長炉，㍉’加熱温度：最高・t4σ0。C（φ4mmのロッド）

}ニュアル言忌整季幾二三ポ言式深斗σ）飴、i蹟言周整㌧

F移動速度：2～200mm／時
似ｿ回転速度：3て＞30回／分
ｵ囲気ガス流量：’0．2～1．8㍑／分1　　　　　　　　　，’

@　　　　　　一

@　　　　　　　　　　　　ノ

@　　　　　　　　　　鴫

@　　く

　　　　　　　　　　一一

E安定した溶融帯形成のためのβ
似ｿ温度及び試料位置調整機

¥の実証、
E雰囲気ガスの制御機能の実証・無重力下での加熱能力（ランプ

¥力）の確認

@　　　　　　i

・溶融二二絨機能、試料匝庫云機i
¥、ガス流量調整機能は正常’に動作・加熱能力を確認・炉移動機能に関してはモータ

@スティックの発生はあったが
♀轄ﾜの塗布により復帰、装
@置納入後長期間（約6年間）の

ﾛ管により涯滑剤が乾濡した
@こととモ門夕内部の摩耗によ
@り負荷が増大したことが原因

ﾆ推定
C・一博似ｿの酸1ヒがあったが、

ｴ因は上記不具合により実験
㍼?�ﾏ更して実施する必要
ｪ生じたため、残留酸素によ
Dり酸化したものと推i定　，　．

IML－2：　山（適用なし）　　　　、

F宙ステーション：帯域炉・加熱能力の向上幅度、ランプ寿命）・操作性の向上　　　　　　　　　　　P　　　　　　　　　　、

E可重据四呆守点検の可能な設計化・雰囲気制御能力の向上

@　　　　　　　　　　　　　
@　　　　　　　｛

@　　　　　「　　　　　－、

@　　　　　　　　　　　　　が

当 ／9

＠ ゆ

表lll－4　FMPT実験装置の搭載実験…稼動結果（3／10）

一
ω
μ
ド

F M　PT　実験装置
衣県」仕♪四一 搭◎験での’　　術目標 稼動結果

今後の計画への反映
、　　　　　　　　卜

音凌浮遊炉 ・計算速度の高速化により試料の振動等
概要：円筒型の炉心管内に超冠詞定在波 ・周波数サーチによる定在波形 ・．周波数サーチによる定萄門形
一　を形成し、ミラー炉ランプ集光に 成方式の実証 成機能は正常に動作 ・実験1だ兄の変化に対応出来る一よう軌道

　　より試料を浮遊加熱冷却する　　　　　　　　　　　　　し

C加熱三度・：最高1400。C

・試料加熱中の定萄皮の維持　　　　　　可

・定在波の乱れが地上で予想し

ｽより大きかったため試料が
上において実験パラメータの変更操作

凾ｪ出来るシステムとする
音波周波数18、kHzで）25kHz 白金ケニジに接触したまま溶 T一、

音圧レ球ル」160dB以上， 融冷却する結果となった ・lML－2：　（適用なし）

宇宙ステーション：浮遊炉（類似）
1

T ・宇宙で浮遊制御パラメータを設定出来
ノ る装置に設計

液摘マニピゴレーション実験装置

概要τ「直方体の浮蕩三内落3「軸の定在波 ・周波数サーチによる定在波形 ・周波数サーチによる三民弓形 ，IML－2：　（適用なし）　　　　　　　　　　　　　’

一　を形成し、液滴を浮遊させる 戒及び維持の実証 成は達成
’スピーカ数：3ヶ ・音場内での液滴形成の実証

・音場内での液滴形成及び切り　　　　　一

宇宙ステーション：淳遊炉（類伽

＝音ラ皮周三皮数：1500～1800　Hz ・沼i6商の無i接触浮遊維持　　　　” 離しは確認’ ・液面形成方法の明確化

音圧レベル：150～163dB ・最初の液滴の切り離し直後に ・装置のメインテナビリティの向上
温度：常温・ 液滴がスピーカに付着したた ・実験㈹兄の変化に対応出来るよう軌進

、　　　　　　戸

め以後の実験は音場が乱れ意 上において実験パラメータの変更操作
図した実験が行えなかった 等が出来るシステムとする

セ
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表1’1’1－4PMPT回想装量の搭載実験稼動結果（4／10）
一戸

一　　　一　　　　　F’ MLP　T　実・験装置
一L

@　　　一 今後の計画への反映
　 衣艮旦　・仕、腰　＼　　’ 搭　　　での’　　術目標 稼動結果 一

一

い球言忌成長実験装置一　　　　　　　　一一一 ・温度制御は正常に実施 一

概要：Arガス雰囲気中で最高1450。Cま ・プリプログラム温度制御方式 ・赤外線センサーによる試料溶 IML－21（適用なし）

二 ’　一で加熱し、球状結晶を作製する2
@㌔種類の電気炉から構成（それぞれ
@　　球状試料用、棒状試料用）F炉／5麟ll御：プリプログラム制御温魔変動度：±2℃以下’

の実証・赤外線センサによる試料の溶

D融二三・温度変動を小さくすること

　融確認機能は正常馬・温度変動は仕様を満足　　　　　　　　　　　FF

似ｿは次のような韓国’〈球状試料〉

@溶融試料がTaカプセルに接

宇宙ステーション：各種電気炉・試料とルツボ、カプセルの濡れ性に関

@するデータの蓄積（地上及び航空機実
ｱでデータを蓄積中）・試料とルツボの間のクヴアランスの確

特殊機能　：赤外線センサーによる溶融
、 回し球状試料とならなかった 保

で　確認 〈棒状試料〉
n融試料が石英ルツボに接触

一

㎝

して予定以上に溶融され球状
』

試料とならなかった

、　　　　　　　　　　　！ 濡れ性の影響と推定されるが
、 研究者の行う飛行後解析の進
捗と合わせて引き続き原因を

1　　一　　．
ﾕ’”
aｽし 一

究明する

1 汝　　　　　　　1置、 　　　　　　　　　　＼，A

＝’

　」1璽
A｝泡挙動実験装置呵a＞超熱望実験セル‘

@　．気慰の形成：シリンジ
@　、周波数、：10西25（KHz）でズィープ

aj温度勾配…願セル’　気包、渡包形成：シリンジ

@　温度：高聞則60±℃、低測則10±℃　　　　　　　　A　　　　　　　　　　　　　　　　、

・シリンジによる泡の形成・超音皮スイ6プ

A・ ｷ度勾配形成機能の実証’
E気包の光学観察・記録

・泡の形成は達成。2つのシリンジ

ﾌうち1つからの泡の注入が出
?ﾈかった。原因は注入針に
侮~部のゴムが詰まったためと推定・．超音波スイープは正常に動作・温度勾配は正常に形成

1』ML－2：　（適用なし）

F宙ステーション：流体物理実験装置’

@　　　　　　　　（類似）　　　　・
E丁丁注入機構の信頼性向上・超音波発生機構・広範囲高精度な温度勾配の実現・流れの三次元計測等

ヂ
マ所定の画像をVTRに記録・

1一＿＿＿＿で一二．一＿＿一一一二．＿＿＿＿＿．ご＿ 一一一ニー一一一一一一一『一一一一一一一一一一一一一一一一一一 一　　＿　　一　　槽　　脚　　瞬　　一　　鱒　　一　　一　　一　　一　　鴨　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　辱　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一

、

、イ）’》ランゴ三対流実験装置

@i縢Il御一：高温側と低温側σ：温度差．
@　　、　∫5，10，L5。Cの3種　　　　　　　　　　　　　　　一

@　　　　　　　　　　　　　、

　　　　　　　　「　　　　　，

@　　　　　　、@　rE温度勾配機能の実証
D・ gレrサによるマランゴニ対
@流の可視化、　　　　戸

　　　　　　　　　　、E温度勾配は形成
A，マランゴニ対流を正常に観察記録F

　　　　　　　　　　　　　一＿＿＿＿＿一＿一L＿一一＿ニー…

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「
E試料ホルダ引抜きが最初不完全であっ一たが、ホルダを追加回車云させて自

R界面を形成した。回転引き抜き機構のネジ山のピッチが操作手順書の
ド 回転数に対応したものではなかったζとが原因。（所定のピッチと相違〉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　嬬

U
二 ”き ’3 ∫

、
「
一

．（虚 〆3

表lll一、4　FMPT実験装置の搭載実験稼動結果（5／10）

L
ω
ω
一

・　　　　　　　　　　　　　　F M　P　T実験装 置．
｝『 今後の計画への反映

装置名・仕様概要 搭載実験での達成伎術目標 稼動結果

金属微粒子生成実験装置 　　　一E熱電対の試験手法の改善　　　　　　

概要：実験球フィラメントに付着させた ・プリプログラム温度制御の実． ・i鵬Il御プログラムは正常に
・実験環境に適合した温度計測手段の選　　　　　　　　　　　　　　　、

，

試料を醗させ球面に付着させ 証 動作 ，択．　　　　　　　　　　　　　　　ズ

．　　る ・実験球1個のフィラメント上
、

の温度計測値に温度変動わくあ

実験温度：約U50℃　一・ つた　　　　　　　　　　　胃 lML－2：　（適用なし）
実験球：Ar封入球2個、　Xe封入球2個　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　闘う

ノ

実験球の製造上のバラツキが

ｴ因と推牢 宇宙ステ「ション：一（適用なし）・

一

噂

’

　有機結昆　　　　晋
T要i有機化合物を拡散西反応させ、有 ・安全性を考慮した容器設計の ・安全性上問題なし

　　　　　ノ
hML－2：（適用なし）　　’

　　．機結晶を成長させる
ｬ型セル：結晶成長過程の四則（写真）

実証（試料との反応性とシー
求j 試料は次のような1だ兄 宇宙ステーション：溶液成長装置、蛋白

溶媒・0．86c ・小型セル：結晶成長せず 一　　　　結晶成長装置など
，　　　　　　ドナー，アクセプタご　1．23cc 長期保管中に観片忌からの入 ・開閉め確認出来る装置に設計

大型セル：大型結晶作製・ 光による試料の変質が原因と ，・ ﾏ質の可能性のある試料については、．
’　　　　　－5幽幽　75℃c　，， 推定　　　　∴ 長期保管の条件を明確化

ドナー，アクセプター　73cq

@　　，　　｝
’

・大型セル：結晶成長せず
居謌�ｩらはバルブを開けた

・搭乗員操作を要求する装置につ恥ては
A作動を確認出来る機能を付与

㌔㌧ との報告があったが、解析の

結果バルブ開操作が不完全で・ ，

涌

あったことが原因と推定され
乳

るものの特定出来ない
ノ

う

材料実験系システム冷却水戸 ’ ，バルヴから冷却水の漏洩が生じた lML－2：
．切り替えバルブ 組立時にバルブ全州でロックナット ・バルブ組立時、バルヴ開の状態でロッ

一 に トルクを掛けたため実質トルクが クナットにトルクを掛ける手順とする

不足し、バルヴの開動作に伴いロッ 8白ック．ナットに緩み防止のワイヤを掛
／ 　　　　　　　　噌@　　甲－㎜一｝A

クナヅトが緩んだことが原因と推定 ける、　　　　　　　　　’
・～

・軌道上修理を実施
’

一 w
ノ



表騒1卜4　FMPT実憲1装置の搭載実馬剣豪鎌吉果ぐ6／1・）

嘗
ω
劇
－

〈ライフサイエンス実験系〉・　　　　　一・

一　FMPT実験装置．
、　　　　　　7 一

今
後
の
計
画
へ
の
反
映
　
　
　
’
一

、装置名・仕様概要　　　　、一一 搭載薙験での達成肢捕泪標ド 稼動桔果　』

無担体電気永動装置

j動槽：60W＊100H＊4D（㎜）

¥重旙解強度：max　100v／cm

j動…翫：max　1　QOmA’

ｪ離検出：内蔵’耳計と地上モニタに

@　　よる分離lj断’
E分取：60頒にて可有旨

激C，トアクセス型実験装置

@　　　　　一「@♂

、・ f騒塘の輔上での繍旨

m認・
E分離検出判断システムの評価

E多永重力言言米斗6｝耳文（7）圭譲塁イヒ

E本体レイトアクセスの実施

　・泳動機能ぱ正：常に動作　　　　、、　・内齪’三三から正常なデー

@タが得られなかった。原因は・　・‘ii受シヒ音隊フ）イメージセンサ音B分！＼ラ永重力

@・地上実験デ「タを基に分取の

@最適化を試みた　　　　　　■

@・正常にレイトアクセスを実施　　　　　　　　　煽　　9　　　　　　一

　　　　　　　　　・受光部への試料液の漏1鄭拙r慌の強

@　　　　　　　　　化
@　　　　　　　　lMレ2：（電気永動装置）累

@　　　　　　　　・本体にも吸光度モニタを併設米
ﾉ衝液四三回したためと推定．・分離検出器の安定化と信頼性向上、　　　　　　　　　　　、

@　　　　　　　　宇宙ステーション：・（電気永動装置）一

@　　　　　　　　・装置の大型化
@　　　　　　　　・泳動方法の複数化
@　　　　　　　　・保全性の向上

　、前庭機能実験装置　・

P－

Q台のフィッシュ’ベワケヴを収納　　　　　　　　L

i1台で最大体勢30cmの鯉1、匹収納）

ｶ命維持期間：2週間

A．

ﾂ境制御；化学フィルタによる水質維持

?ｷ制御：・20。Cツ25℃（±1℃）．
ｶ体信号計測：寸恩用アンプ2チャン初回

@　　　　可変ゲイ拓　・
纈ｼi．・イ則面ウィンドゥから実験用光束1三智機能’レイトアクセス・ア7リ弘一’ベル型装i置．

　　　　　＼　　，

@　　　　　、E生命維痔能力の確認

E鯉の脳波計測　　再

@　　　　　　噛、Eレイトアクセス・7「リリムー’Vルの実施

m　　　　　　　一

　　噌
E打上前から飛行・帰還・試料

謔闖oしまで約11日間生命
ﾛ持を達成　　，・鯉の脳波データを正常に取得

E正常にレイトアクセス・ア刑ムー’ベル実施

@　　、

lML－2：（水棲生物飼育装置）累

Eイモリ／メダカ／金魚等多種類の小型水一

}拗を同日三三レ・給直甲三三旨／言i三三ハンドリング椙鎗旨等棚三三畔

E生命維持期間：19日

F宙ステーション：（小動物飼育装直）　　　　　　　｝・生命維持の長期化

E生体信号計測の多機能化　　　　　　　　　　曹r・軌道上の保全性向上　　　　　　　　　　！
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表lll－4　FMPT実験装置の搭載莞験稼動結果（7／10）

一
ω
朝
－

F M　P　T実験装置 今後の計画への反映
、． @　装置名・仕様概要 搭載実験での達成技術目標 稼動結果

’ ’

熱電式恒品質量保持装置　　－ （三三） （高三三） IML－2：（恒温i槽）累一　　　　　　　　　　　　♂一

、　　L

温度缶1｝御輩囲：10℃～40℃ド ．・ O品度3．7．　5。C／5顕60％ 温度／湿度とも規定値を満足， ・寒湿剤の収納保管状態を改善する巧手

’i縢ll御精度：．±1℃ に制御 順を変更

＼5縢ll徒暉巨囲』丁：30～80％RH （低温用）
躍CO企ガス供給ユニヅトによりCO2イ　　　　　　　　　　　｝　　　　　　　　　　〆

湿度制御精度：±1Q％RH （低温用）、　　　一 温度は正常に制御 ンキュベ一望として使用出来る機能を追加

換気量：11．18㍑／分　　　－ ・i賢聖20．　0津C／5昆度160％ 湿度が運転開始後80％を超え
／

内容積：45㍑・　・ に制御’ たため、室内空気と通路を設け
鴨

ることにより70％に下がうた 宇宙ステーション：
ノ ノ

恒品1亘墨機能を蛋白質結晶成長装置・細
一▼L

μ　　　　「 原因は内蔵威湿剤を可能な限り 胞培養装置等に組み込み能動的な加湿・
、

・短期の露出状態で済む射場スケ 除湿機能をもたせることを検討中

ジi一ルとしたにもかかわらず
c ！

、予想以上に吸湿性能が劣化し 伽

F

　、`　㌧ たためと推定

ゾ　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一「，．

コ

川

1　　　「　　　，

1

r－F

， ’

、

つ

、　　　・　　　ρ

、



表llト4一 FMPT男験装童耐蓋潮璽力結果（8／10）

＼

－
、
ω
9
1
，

、

、

F M、PT実験1装置’ 今後の計画ぺの反映一

装置名・仕様概要一 搭載実験での達成皮術目標 一　　一稼轍吉凶』

ヒ

一

発光束轍実験シスデム
一

一

軒 lML－2：（適用無し）
’

‘

　μｭ光勅敷装置（LIS）（十字型配置LED）．

?註M号制御装置（Uc）

}ニピ、レーダ（ジョイスティック）

・無重力下での被験者の中立姿

ｨの維持・
Eスペースラづ内で使用可能な

ﾔ外線テレメータ装置

・正立・側鎖r半倒立等のモー

hで被験者（PSyの身体を

?ｧ姿勢に固定し発光勅諭実

ｱを正常に実施出来た

　　　’

A　　　　　　　　　一

・赤外線テレメータ筆置 ・各測定データは正常に送受信

ｳれ、地ヒにダウンリンクさ 宇宙ステーション：

、　　　1 れた
有人宇宙開発のための実験構想、において二

　　’

C旬　　　　　　隔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

　　　　　　　　　　　　酌　Jf�ｫ続き検討していく

@　　　　　　　　　　　　　　　制
π

P
F

一
　　ドb

胤 一聖

t

r！ 、

　一＿r

黶@　　　　　　　　　　　　．　“　、　一　　　一

四
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』表lll－4

　滑§≧　　　　　　　　　　　　　　　　’≦勢

　⑳　　　　一　・ご　　　　　3曹

FMPT実験装置の搭i舅験稼動結果（9／10）1

雇
撰
礫
樺
3

　　

@　

@即

@
｝

「
，
ω
向
1

F M　P　T奥験装置 　　　　　　　　　・　　　、
P　　　今後め計画への反映

．　　装置名・仕様概要 搭載実験での達成技術目標 丁重才結果 一

一

値盈恒測呆持装置関連実験器具） 、

lML－2：’
一、

ハエ容器　　　　一　　　＼ ・搭i載安全性との適合性確保・ ・試料めハエの幼虫・成虫を飛 く細胞培養キット）

　　　　　　　　　　　　ド　　　　　　　7蝿迢�pイアル（ショウジョウ’ベエ用） 　　　　　　㎜黷U試料の生命維持 行期間中正常に生命維持し無 、・ eMPTと同様の物を使用

創カーボネイト製32本 事回収した・
一

　　　　　　　　　．）荢[ケニズ2個・ （帯1脹実験装置）　（類似）
〆

嚇

～

，P ・制振弓造部へ脛三尉支術を適用　　一

　　　　　　　　　　調C

．、

酵素結晶実験キヅト
、

；ピストン操作による2液混合機構『 ’・搭載安全性との適合性確i保 ・2液混合操作は同属れ等なく 宇宙ステーショユ：

ポ」か起ネィト製・結晶成長過程観察可能， 企常に行われ、生成した結晶一 （蛋白質結晶成長装置〉・（類似）

ρ　　　　、

@　　　　　　　　　　　　　　　智@　　　　　　　　　　　　、　　　　」

〆

を無事回収した ・結晶方式の多様化

－r
@　　　　　　　L　， ・』貫処理（システム化〉

　h　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！

k卵ラック
防振機構（バネとゲル材の組み合わせ）． ・搭載安全性との適合性確i保 ・試料の授精卵を打‡げ時の振

「卵コンデナ（鶏卵30個収納）” ・授精卵の振動からの保護’ 動環境から無事保護レ良好な
一

へ

鮨脇 状態；で回収した 年

ザ

細胞培養実験キゥ，卜
毎

｛”ギ

動勿細胞用t種　・　　　　　メ「一・樹勿畑胞用1種、　　一

@　　　　　　　　　　　　！　　r

・搭載安全性との適合性確ぢ呆

@　　　ノ

・液体操作皓養液の注入なと）

E顕激三下でマ）写勇琵二等正

墲ﾉ実施出来た・

（細胞培養装置）　（類似）　　　　　　　　　　，，・培養方式の多様化

E一
ﾑ処理（システム化）

．　　忌1ン1’L一＼＋Fl一㌧・’一∫7．：・．∴、㌘π㌃ぎ一□∴

’
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lV．　磁気圏観測衛星（GEOTAiL）に係る開発結果　　　　・　一

1．開発の概要　　・　　　．　1　　・　　…

　q）目的
　　　磁気隅観測衛星（GEOTAlL）1ま・・日米協力1≒より・地球の磁気圏尾

　　部の深奥部や比較的地球に近い磁気圏の観測を行うことにより、，太陽風から

　．地球磁気圏尾部へのエネルギー流入や、尾部に蓄えられたエネルギーの爆発

　　的な開放のメカニズム等に関する研究を、実施することを目的としたもので
　　ある。

（2）衛星及び実験の概要　　　1　　　　　・　　　　・　　　　ビ　・

　IGEOTAIL計画は、，文部省宇宙科学研究所が衛星を開発し、米国のデ
ルタll型ロケットにより打上げられた国際二二プロジェクトである。’

　（ア）衛星の概要　　l

　　　GEOTAlLは、直径2．2m、高さ1．6mの円筒形をしたスピン
　　安定型衛星で、打上げ時の重量は約1，009・kgであり、その概要につい
　　ては図IV－1～3及び表IV－1に示す通りである。　ド・　　し’、

　　　軌道上で衛星は、長さ50mのアンテナ4本及び磁場測定装置用の6m
　　マスト2本を伸展し、巡航状態で黄道面に軸がほぼ垂直な毎分20公転の・

　　スピンにより姿勢を安定させる。なお図IV－1～3及び表1V－1にGEq
　’TArLの概要を示す。
　　　搭載観測装置の概要は以下の通りである。このうち、次の5個の観測装

　　置の主要部分は国内開発であるが、一部に米国や欧州の大学・研究所との・

　　共同開発のものもある。　、　　　　　　　一　、

①　電場計測装置（EFD）　　　　　　　　　　　∴
　　プラズマの運動及び粒子の加速メカニズムに密接な関連を持つ電場を

　測定する装置で、プローブ法及びビーム法の2方式の測定方式が採用さ

　れた。なお、イオンビーム源については欧州のESTECにより開糞さ
　れた6　　　　　・　　　　　！髄

②磁場計測装置、（MGF）　　　　’　　、・　・　、、
　　磁気圏尾部を中心とした地球磁気圏の大規模な構造及びそ（p構造的変

　化を引き起こす乱れを測定する装置で、微弱な磁場強度を精度良く測定
　するために、センサはセスト中央及び先端に設置されている6　’　＿．」

③低エネルギー粒子計測装置（LEP）
・地球磁気圏や太陽風の中の比較的エネルギーの低いプラズマの状態を
　測定する装置で、3種類のセツサにより密度の低い電子及びイオン、太

1．

一39一
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陽風イオン等を包括的に観測するものである。

／

④プラズマ波動計測装置（PWI），
　　プラズマ中で、波動・粒子相互作用などにタり励起されるプラズマ波
　動を観測する装置で、3穫類の受信機から成っている。なお、1台の受・
　　ゴ　信機については、米国アイオワ大学により開発された。　　　　・

．⑤，高エネルギー粒子計測装置（HEP）
　　磁気圏尾部で起きている粒子加速機構の解明を主目的とする観測記章

　であるが、同時に太陽フレアに伴って放出される高エネルギー粒子の観

　測も行うために、開発されたものである。なお・センサの一部はドイツ

　のマックスプランク研究所により開発された。

また次の2回忌窺測装置については、米国が開発を担当したものである。

⑥　プラズマ計測装置（CPl）
　　LEPと同様の観測目的で開発され左。

⑦、高エネルギー粒子及びイオン組成計測装置（EPlC）＼

　　HEPと同様の観測目的で開発された。

日誌…

醗稿

　（イ）実験概要，　’1　　　　　　　　・　　　　　　　　…
　　　9EOTAlLは、．打上げ［後歯2年半は月スイングバイにより最遠達距
　’離137万kmの長亀円軌道にあり、ほとん’ど地球の夜側に留まることに

　　より磁気圏尾部の探査を行い、その後は遠地点20万kn帳近地点5万k
　　出の軌道上から比較的地球に近い磁気圏の観測を行うものであるく図IV－

　　4参照）b

（3）・，打上げ経過及び結果　，　、　　　　　　e　畠㌧　1　　　　㌦　」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　翻
　　GEOTAcrLを搭載したデルダ11型口『ケット212号機は、平成4年7
1∴月24日23時26分（白本時間」以下同じ〉・米国のケープカナベラルか1

　ら打ち上げられた。

打上げ時刻：平成4年7月24日　23時26分
打上げ場所：米ケープわナベラル空軍’ステーション

　　　　　　　’（米国フロリダ州）　　　　　・　．』『’・1

天　！　候：晴れ、，

気、・温：・35度
　　　　　　　　イ　　　　　　　　　リ　　　　　　ギ　　　　　　ごセ　　ドヤ　　　　　　　　　　　ぞ　　コ　　　　　　ド　　　ち

・』ヶ夢ド各回の燃焼と飛i翔・は共に正常で、発射・20一分4、0秒律1に衛星と第・

3即分離が行猟以下φよう戦勲車九道臓入『れた・：．＿い

一40一

働
）

∵

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i

　　ノ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ワi：il，

　　　暫定軌道投入後、スピンダウツ、速度修正、アンテナ伸展等が予定通り行　　　一儲

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r』L　　　　・｝昏・i

2．開発結果の分析及び今後の対策・　・　　　　＼！，；i
　（け開発結果1
　　前述の通り、米国デルタll型ロケットにより、・GEOTAILは所定の暫、　　i・ト1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・u　　ルギ「粒子計測装置（LE・P）を除き観測機器の動作が正常であることが確

　　認され、定常観測を開始した。なお、観測装置以外の衛星各部については、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1｛1
　　正常に機能している。　／　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　尉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i・1

　（2）低エネルギー粒子計測装置，（LEP）のデータ異常・
　　　LピPはき磁気圏及び太陽風のプラズマ粒子の観測を行うたあの3種類の一

　　（ア）1不具合の状況’　　　、・　　　　　、、．　賦、　　　、　　、l

　　　　LEPについてぐ低圧電源を使用する電子回路部の動作試験終マ後、’8

　　　雛豪票灘禦てマンサ綱期説験を行も＼これが順調親

　　　オン質量分析器（LEP」MS）内に組み込まれている高圧回想の一つの

（イ）不具合部位の推定

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　斜

　　　　　　　　　　　　　　　　よ41＿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　製「

　懸ﾟ地点高度 ：184km

遠地点筒度 篭341，164km

軌道傾斜角　　　　　し 　　　　　ξQ8ゲ6度　・

申軌道周期 ．・1㌧

W158日’
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　　LEPデータのうち、，アナログデータをLEP・内で切り換えて出力する
　機能等は正常に動作しており、丙部のタイミング関係の論理甲路は正常に

　動作していることから、不臭合は、データをテ・レメータに出力するための

・インターフェース回路のIC、がラッチアップを起こし・電源電圧が低下し

　たために発生したと推定ざれた。
　　なお、ラッチアップによる影響については、1「Cと電源部との間には保

　護抵抗が入っており、lCの破損には至っておらず、また他の部分にも影

　響が及んでいないものと推定された。

《ウ）不具合原因の推定
　　今回のlCのうッチア沙プの原因として、LEP－MS内の高圧電源内
，で放電が発生し、それによるトランジェント電流が電源リターンラインに

　流れることにより、リターンラインの電位が上がり、、lCに逆バイアス状
　態が発生しラッチアップが起こった可能性が高いと推定された。

　　なお、宇宙環境下におけるlCのうッチデゥプの原因としては放射線に　　一三

　よるものが多いが、LEP－MS内の高圧電源電圧が異常に高い値を示し
　たこと、トランジェント電流によるラッチアップ発生が、搭載予備部品を
　用いた再現試験により確認されたことから、その可能性は低いと考えられ

　る。

（エ）放電発生原因の推定
　　lcのラッチアップを誘発した放電の発生原因については・三原投入後
　の温度上昇に伴い高圧電源部（高圧導線部を含む）で発生したアウトガス

　に起因する可能性が高いと推定された。

　すなわち、図IV－81D電源部ケースの温度に示す通り、高圧電源投入に
　より電源部の温度が上昇し、瞬間的に発生したアウトガスが高圧導線の芯

、線に沿ってセンサ内に噴出し、放電が発生したと推定された。

　　また、地上での真空試駐における高圧電源投入には特に異常は認φられ　　の

　なかった。これは、地上試験での温度が30’～4Q℃であったのに対し・
　軌道上においては電源部の平均温度は9℃であり、地上試験と打上げ以降

　のアウトガスの進行には差があったことから、’打上げから高圧電源投入牢

　での時間経過が十分でなかったものと考えられるσ
　　なお、このアウトガスについては、センサ内には三巴アウトガスの少な

　い材質が使用されてお咲打上げ後4週間をおいそ高圧電源が投入され、

　初期試験は問題なく行われたこと、及び定常的なアウ．トガスによる放電の㌧

　特徴であるコロナ状のノイズが観測されなかったことから、唄三間的なもの

　であったと推定される。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

（オ）今後の対策
　　L・EPのデ＿夕異常については、高義電源部内で発生した瞬間的なアウ

一42一

馬
）

　　　　　　　　　　　　＼
卜Fガスにより放電が発生し、そのトランジニ）1・卜電流が・軍源リターンラ

インに流れることによりインターフェース部のlCがラッチアップを起こ

したことが原因と推定された。　　　　　　、　　　　　　3
　ラッチアップは、「旦電源を落とせば解消できるが、このlCは電源に

常時接続する設計になっているので、衛星が日陰に入った時点でバッデリ

を切り離すことにより、衛星電源を一時的に落とすことが適当ζ考えられ
る。　手　　　’　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　・、

　なお、プラズマ計測装置については、LEPの他に米国アイオ7大学が
開発したCPIを搭載しておりこれと冗長系を組んでいることから、当面
はこの計測装置を使用してデータの取得を継続することが適当である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　夢
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表IV－1
　　　’／

，磁気圏観測衛星（GEOTAlL）の主要諸元

名　称
磁気函観測衛星（GEOTAl．L）　　　　　　　　＼

形状・寸法 直径2．2m、高さ1．6櫛ρ）円筒形　　・

総重量
11，009㎏（打上げ時）　　　　、

姿勢制御方式
ス亡：イ安定型（毎分20回転）’回転軸：黄道面に対しほぼ垂直

姿勢・軌道

ｧ御装置．

一液式ガスジェット方式

ミッション機器

@　　一

電場計測装置（EFD）　　　　　　　　　　　　’、

･場計測装置くMGF）　，
痺Gネルギー粒子計測装置ぐLEP）　　　　　　　一

電　源

@
　
　
｛
　
　
｝
塑

太陽電池　打上げ直後二約37qw　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

@　　　　｝3年半律　；約34QW」、　　　　　■・・一　　　　　　　　　　　　　　　　　　！　　　「

Cバッテリ．　1，臼AH×3台　　　　　　　　　　　　　・

使用周競数算
受信2．，＞OGHz帯　　　　　　　　・鉱㌃　　　　　　　　　　’送　信　2．｝2GHz帯」2．5W／0．11W

@　　　8．4G臼z帯、0．8W／0．’1W・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　、

アンテ才
Sバンド高利得アンテナ　　　　　　　　　　　　　’　F　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　lXバンド高利得アンテナ

r・・Xバンド中利得アシテナ　　　　　　　　　　　己、抵利得アンデナ（2本）

伝送速度
25　6b・p　s，1　6　k　b　pも，61ら　k　b　p’s，1　3　1－k’b　p’s　　　　　　＼　’

テ㌧夘ゴタ㌧ 記憶容量4与OMB　7エンドレス方式磁気、テープレーコーダ

一4「 V一
．
ノ
〆

、
■

　
　
叫
擁
瀦
■
噌
■

　
　
　
　
　
一
、
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
諜
昌
凱

　　

@　

@　

@　

@　

@　

@　

@　

@　

@
計

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
溺
一

一
、

誌：｝1

＼



．
1
“
◎
o
一

llが1ヅ

　　　　．1’・、ジご．

　　　　らコ　　　　　　　　　　　　　　　　　る

’☆二…1ρ●…講i∴’●’．

1⊥…が∴i一．∴烈

　　　・．：・、』1二

言向，「．｝醤N
　　　　’；　・ゴ』i「＿爆璽

一一

　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

挙三二・’∴’三；’●1’ご1”ll’》：☆ぐ∵塚．7’㌘i・∫

・’ Eの
黶E・ゴ灯ﾋi一・ヌ…1一二…．：≒…i；“…｛’’”．’ll」…“i

咋、
i
’

．i ：’
F
・

…
●

li’

ﾕ　■

…
　
6
■
　
暫

…・　八19ド
…
●

●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

ﾆ　　　　　　　　　　　　　．

怐@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

怐@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

@　　　　8● ●
o

■
．　　　，「

@　　　　●b ．　・

●　． ド
■

●
o

● ：
：．

●

o A
て Aイ7　　　：

・太麟向：
・　　　　　　　　　　一

一
一i…

蝉
・　A14 へ11：　　　　　’

● ■ 爾　　　　， o ＝＝こ≧TA9． 　　　　　〇黶

● ■

○ ’●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o

：　　．・・

D：

　　　　　　　　i・’

@　　　　　　　■ﾑ一地球方向を冠し湘聾蘇（鵬・；EC）F

…●　　　　　　　　　　、 …
‘

…
■　　　　　　　；三道垂直面に投影）

…

…
：
．

●・ @　　　　　　1

c

図iv－4F fEOTAILφ軌道計画
　　　　　（地球一太陽固定の向転座標素〉

　　・馬．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ン鳥，

’

ノ

黒

∫（響 くゆ

燵
碁
盤
魑
－
即

　PS

PH口、

1
劇
㊤
1
、

＼，

HVIIじB・叉∴

Pr←Am氏

E
鱒
PEL

　
h
戸

　
m
、

　
A

　
r
．

、
．
D
r

　
ミ

・
・
V
▼
　
H

LE商s

LHVs，　C－80x，・

！rひAmp



、

雲

き

…
lr

も

蓼
　
　
↓
｛

穿

｝

：
正

‘

』

看

～

レ　’
i　’
｛

　　

@レ

　
　
　
　
し
鞍

’

ノ

i

’

r

’

の
×
8
6

〉
工
Σ

Σ
1 〉

氏
山
望 く

．」

量
■■

あ
」
巳

山
。
巳
山
」

〉
エ
の

’

≧
の
，
三
山
」

≧
》
o
う

α
E
＜
あ
と

ノ

～

α
嚢 一

＜、
由

山
響 田 網
巳 〉 〉 〈

山
の の

」 ×
0
①

〉
工 ≧
山 一気 6ρ

、

＼

O
ヒ
Z
Ω
≧
、
J
O
年
Z
O
O

・
　
　
〉
工
O
田
×
一
肱
　
　
e

O

0
ヒ
Z
O
霊
⊃
O
E
2
0
0

　
　
　
＞
エ
O
田
X
正

Z
O
Σ
、
」
O
κ

〉
エ
O
山
×
己

山 ／

o Jく
し
O
＞

α＝Oﾁ
暑ヨ

註9

¢
0
ヒ謹
重

つ
〕 も 貧

O 9 田

φ

¢
望
8
ω
誘
望

〉
Σ

　に

@0@5ｫ
崖
↑
o
凄
董

謹

§
氏
山
o
i
≡
i
o

差
山
O

o．ヒΣω 記
0

＜
、
』
α
：

82 山
↑
三

o≧
匡 氏

0 山
ヒ Σ 田

z 歪 つ y
呈 唇 山

ω

、 し ⊃
d

、

缶 O
α：

ト 工、
ト z ＼z ⊃

の

8
蚕
〉
　
の 0

9
江

差
o
乙
Σ一

φ
≧
ω 2
歪

↑
＼

0く
“ Z
Σ （ ＜

0
混

Σ
0 o Σ

’
を 0山 Σ 0Σ 差

今 ＼
唇 呈 α：

） 山寸 a．

o ω b
α： o Σ
崖

夢

に
0
ヒ
Z

謹 、 ⊃
8
、

Σ
護
→

当
山
↑

呈 α：

O
、 ←
」 ’

ぼ O 奪
0
ヒ
Z
O
Σ

壁器

?
隻
8

、 oo　oり
」
O 苗
壁
8 」

き
5

α：

岩 田

do ’・望畜0

1蒙器
’

F
召
　
ω

ω

一50一
r 1

ノ

桟

O
O
巳

工

山
O
O

⊃
工
0

’

区
心
ら
ロ
ト
翌

江
甲
」

⑩
1
≧
図

噸一　　、

げ
、

が8

’

’

ノ

GTし　Dし　しEP　　　　　920822－09－00≦≧｛＿FI　　4－177　Tl　O4C647BF　H　　O　　UDSC（A）

A　REAし　　S　RNGB　B　　16K　O　X　REし　　A　　65K　2　SA　ON　205　SB　ON　191　0C　11一ユ8　しOCK　ON

LEP　ON　　　RAH　ON　DS　　DSP　ON　EN　RUN　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⊂

　　　　　MS－RA凹　ON　OS　　Z80　0N　EN　RUN　　　　　CAI＿　　OF　　　REC　O　　BURST　OO

　　　　　　　　　　　　　　　　　　OO　AN　酒

AO　　累累累　　WR　　累窯窯　　BR　　＊＊累　　HV　　累累累　　MS　　＊累累　　Z80　＊＊累

EA1　累累累　　EA2　累＊＊　　EA3　窯＊累　　EA4　＊＊＊　　DSP　＊＊累　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

〈EA＞SVE

V
ー
［
U
日
V

r
し
S

　　　　IHV

＜SW＞SVW

　　　　SHV

〈凹S＞’SV

／

HHV

ON　‘A

RしS

ON　2
0N　A
RしS

ON’2
0N　A
RしS

ON　2
0N
RLS

ON　6
　　　3

＋3873　　－4095

＋　476　　－　440

RしS　　DS　OF　2

＋4052　　－4038

＋103　－　77
RI＿S　　DS　OF　2

＋3605　　一：3619

＋　112　　－　118

RtS　DS　OF　2

＋　　0　－958
＋2：344　　－2567

RしS　　DS　OF　O

、

RET　ll

RETし

（正常値）

＜HK＞　EHI　　　251　SH工　一2539　EA

　　　　EHO　　2253　SHO　　－303　SW

　　　　IH1　－2444　MH1　－4713　凹S

　　　　IHO　　－301　MHO　－2287

　　　　ト璽SH　－10．1　RPA　　　5●0

BOUNDARY　　EA－E

SτATUS

MS－SV　CONT　HAX

4
1
4
眞
1
1

輔
　
一
　
鱒
　
一

1
2
7
J
’
4

NlP
S
　．

1　ig
2　15

2　h
2　7

0
7
騨
0
6
2
8
4

　
　
　
4
1
4
1

7
よ
　

N

一
　
　
冨
義
サ
」
0
3
i

A
　
M
肋
　
　
・

E　
　
　
’
4
4
4
ゐ
博

　
　
　
一
　
・
　
一
　
一

2
1
7
i
2
3
4
・

’

io．2

10．7

11．8

GTし　Dし　しEP　　　　　920822－09－00＿FI　　5－209　T1　04C6483F　H　　O　　UDSC（A）
A　REAし　　S　RNGB　B　　16K　O　X　REし　　A　　65K　2　SA　ON　2ユO　SB　ON　ユ9i　OC　11－i8　しOCK　ON

しEP　OF　　　RA凹　OF　DS　　DSP　OF　DS　RSi　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「

　　　　　卜｛S－RAM　OF　DS　　Z80　0「　DS　RST　　　　　　CAし　　OF　　　REC　O　　BURST　OO　　　　　　　　　　　　　、

　　　　　IP　DS　　　　ADRS　l3800　　ANS　OO　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　噂，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　ザ
AO　　＊＊＊　　WR　　累＊＊　　BR　　＊＊＊　　HV　　＊＊＊　　ト1S　　＊＊＊　　Z80　＊＊＊

EAi　＊＊潔　　EA2　＊＊＊　　EA3　＊＊＊　　EA4　＊累＊　　OSP　＊累＊

〈EA＞　SVE　　OF

　　　’　　　RしS

　　　　EHV　OF

　　　　SVI　OF

　　　　　　　　RLS

　　　　IHV　OF

＜SW＞　SVW　　OF

　　　　　　　　RLS

　　　　SHV・OF

＜卜¶S＞　SV　　　OF

　　　　　　　　RしS

’　　醐V　OF

F

A

2
A
n
2
A
n2

！
0
7
」

＋3873　　－4095

＋　476　　－　440

亭～しS　　DS　O「：　2

＋4052　　－4038

＋103　－　77
RLS、　DS　OF　2

＋3605　　－3619

＋　112　　－　1i8

RしS　　DS　OF　2

＋　　0　－958

＋2344　　－2567

RしS　　DS　OF　O

図IV－7

RET　H

、

RET　L

＜HK＞　Elll　　　251　SHI　－2524　EA

　　　　EHO　　2236　SHO　　’一303　SW

　　　　IHI　－2444　凹HI　－4600　MS

　　　　IHO　　一：301　MHO　－5717

　　　　MSH　－io．1　RPA　　　5．0

A

（異常発生直後）

　　　　し

BOUNDARY　　EA－E

ST酊US
ト1S－SV　CONT　HAX

4
丑
n
乙
り
乙
0
乙

4
且
4
1
4
1
1

一
　
一
　
鼎
　
一

」
1
n
∠
3
五
T

NIPS ユ9

15

n
7，

I
　
N
一
　
　
7
1
3
A
U
3
4
1

△
口
　
M
…

r
し
　
　
　
　
　

、

　
　
　
4
4
4
ゐ
博

　
　
　
騨
　
一
　
一
　
需

2
1
・
7
1
2
3
’
4 〆

LEPステーダズ及び環境データ

一51一 ’

10．2

10．7

11．8

0　　　　・

、7　　’

0

ユ6・

12

8

4

！

＼

‘

、

、

、

Fr

1

1

†

i

’

1



ー
ー
ド
碁
」

　
　
　
し
ゼ

　
　
　
　
偉

し　レ
　
　
ト
ド

斗

レ
　
ド
、

　
　
　
レ

　
　
　
　
　
　
　
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
し

嬉
撫
5
1
i
；
∵
・
｛ うワ ~ヒ

！
：
i
l

liL
を　マL
ヒ

l
i
；
l
i
：

i
ヒ

§

い
蕊

O
τ
『
n

い
一
斡

8
炉
「

い
寸
N

O
旧

い
一
三

一
1
し
“
0
0
卿
O
O
卿
斜

1
」
、

O
O
日

電ぜ

か

三
三

O
O
O
O
．
O
“

■
O
O
O
O
．
軌

　
　
　
　
　
　
（
ト
◎
甲
畠
）

（
　
　
U
）
H
H
Q
3
曽
◎
一
十
Z
の
N
一
義

　
　
　
　
　
　
　
α
ω
。
n
田
」

O
O
O
O
．
O
N

O
O
O
●
O
．
い

　
　
　
　
　
　
　
（
卜
Ω
Ψ
ム
面
）

（
　
　
り
）
H
H
Q
3
つ
◎
祠
土
轟
L

　
　
　
　
　
　
　
り
り
Σ
1
田
田
」

O
O
O
O
弓
O
q
，

O
O
．
O
O
3
了

　
　
　
　
　
　
　
（
ト
9
Ψ
畠
）

（
　
　
つ
）
H
H
Q
3
醤
H
差

　
　
　
　
　
　
　
0
エ
ε
ω
Σ

O
O
O
O
O
．
O

O
O
．
O
O
ト
マ
ー

　
　
　
　
　
　
　
（
卜
Q
m
豊
Q
ω
）

（
　
　
⊃
）
H
H
Q
3
つ
H
◎
十
7
逼

　
　
　
　
　
　
　
　
H
工
二
〇
〇
乞

O
O
O
O
O
．
O

O
O
O
◎
O
O
桝
1

　
　
　
　
　
　
　
（
卜
Q
甲
人
掻
）

（
　
　
⊃
）
H
H
O
3
博
H
O
エ
ナ
§

　
　
　
　
　
　
　
　
H
エ
ω
3
0

O
O
O
O
O
．
O

O
O
●
O
O
鱒
“
騨

　
　
　
　
　
　
　
（
卜
Ω
Ψ
富
）

（
　
　
つ
）
H
H
O
3
翰
H
Q
十
7
蓮

　
　
　
　
　
　
　
　
H
エ
H
α
田

・㎝

B。奣
p
”
。
。

　
　
　
　
　
　
　
（
卜
Q
甲
6
Φ
》
、

　
（
　
　
⊃
V
H
H
Q
3
0
博
祠
十
7
覆

　
　
　
　
　
　
　
　
O
工
田
α
田

§

い
菖

0
9

コ
翰

8
翰

へ
ト
⊃
）

h
寸
日

O
鴇

コ
N

一」52一

朗
朗
・

い
Σ
－
缶
」

8
製

し
』
零

。
h
　
　
　
（
卜
9
Ψ
6
①
）

U
）
祠
祠
Q
3
輪
◎
H
土
4
り
N
日
践

　
　
　
　
3
0
。
氏
田
」

へ曖ｿ騨帥

i
氷
三
門
氏
山
」

oo

堰
?
}

＼

稿
ヂ
・

㊦ーザ

V．総合意見

平成4年に実施された宇宙実験・衛星に係る開発結果についての技術評価部会に

よる審議の結果は以下の通りである。

1　第1次国際微小重力実験室（lML－1）搭：載実験

　　lML－1搭＝載実験において、宇宙開発事業団が参加して実施した2テーマ「

の実験については、当初の計画通り軌道上での実験を実施し、宇宙実験技術に

関するデータを取得することが出来たことから、所期の目的は達成されたもの

と考えられる。

　今後とも、これらの経験を蓄積し、将来の宇宙実験に必要な技術の開発及び

国際協力を必要とするミッションの遂行の際に随時活用することが望まれる。塗

2．粒子加速装置を用いた宇宙科学実験（SEPAC）　．　　・　　　　　」「

　今回のSEPACは、昭和58年のスペースラブー1号の計画を引き継いで
行われた再実験であり、日米協力により文部省宇宙科学研究所が実施したもの

である。　　’　、　　．，　　　　　＼　　　　　　　　・　　’

　　その実験の実施結果について、電子部品の劣化等が原因と推定される中断に

至ったものの、それ以前に当初予定された大電力放射実験等3テーマの実験は

実施されたことから、所期の目的は達成されたものと考えられる。

3．第一次材料実験（F南PT）、

　　FMPTは、宇宙開発事業団により、我が国・≒して初めて本格的に宇宙六三

の特性を利用した材料実験等を行うこととしたもので、これにより、宇宙実験

技術及び有人宇宙技術の修得を行うごとを目的として実施された。　　　　　　　／

　実施に当たっては実験テーマを募集するとともに．可能な範囲で多数の実験

を行うこととして、材料実験22テーマ、ライフサイエンス実験12テーマの

計34テーマの実験が計画され、米国のスペースシャトル「エンデバー」号に

我が国の搭：乗科学技術者が搭乗し、当初の飛行予定から1日延長の8日間にわ一

左り当初予定された宇宙実験が行われた。

　　また、有人宇宙実験における安全性確保については、NASA、、実験研究者

等との調整を通じて特に安全上の問題を生ずることなく実験装置が運用された5

　　あわせて、日本人搭乗員の飛行前・飛行中、飛行後における健康管理が実施．，

　された。9　’　　印　　　㍗　、　　　　　、　　．、

　以上の止り・FMPTd）所期の目的は達成さ弗たものと考えられづ。’　　、、、

　　なお・材料実験系システムの水漏れ等の不具合々《発生し当初の実験計画を変い

更したことや、濡れ子等の物理的特性等に関し無重力環境下において予φ十分

予測し得なか？た現象が実験結果に影響を与えたと推定される事象があったこ、

　とを含め、多くの経験が得られている。

・ごμらのFMrTから恐れた成果及び経験については・第2次三冠三重，

　　　　　　　　　　　　　　一53一
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1、

力実験室（lML－2）搭載実験や宇宙ステーション計画等今後の計画に反映

される予定となっているが、そ②反映が確実に実施される必要がある。

　また、今後とも、lML－1の経験等も含め、　FMPTで得られた経験を三
稜し、宇宙実験を実施することにより、宇宙環境利用に関する基礎的なデータ、

技術の蓄積を図っていくことが望まれる。

・4．磁気圏観測衛星（GEOTAlL）
　　GEOTAlLは、日米協力により文部省宇宙科学研究所が開発し・打ち上
　げた衛星で、現在まで順調に飛行を続けており、また搭載機器による各種観測

　も計画通り定常的に行われていることから、所期の目的は達成されたものと考

・一�ﾆれる。

　　なお、低エネルギー粒子計測装置で取得データの異常が発生したが、冗長系

　を有しているとともに、月陰において電源を断とすることにより回復するもの

　と推定された。この取得データ異常の一次要因14、電源部の部品からのアウト

　ガスによる放電であると推定されたことから、従来からアウトガス対策につい

　ては実施されてきたところであるが、今後の衛星開発においては、軌道上のア

　ウトガス除去の際に温度を考慮することをはじめとして、万一放電した場合の

　影響の最小化、電源分離のための設計、デウトガスが発生する部品の使用を抑

　制した機器の開発等、一層きめ細かな対応を講じていくことが重要である。
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1．SEPAC実験三三の高圧電源部内サイリスタを用いた保護回路
2．FMP†搭載実験装置の概要
3．’FMPT搭載実験装置の稼働結果（今後への反映事項等詳細分析）

4．略語表

参考
1．第1次国際微小重力実験室（lML－1）搭載実験、粒子加速装置を用いた

　宇宙科学実験（SEPAC）、第一次材料実験（FMPT）及び磁気圏観測衛
星k（GEOTAIL）に係る、開発結果の評価に関する審議について
　　（平成5年2月24日　，宇宙開発委員会決定＞

2．宇宙開発委員会技術評価部会構成員

、
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